
 

 

 
 

宝物より価値のある私の冒険の物語 
 

キム・Xソル 
 

こんにちは。日語日文学科の2年生、キム·Xソルです。 

このスピーチ大会で自分にしtiできない話は何だろうtiと考えたら、2年間取り組んできた学生会のことti 思

い浮tiびました。そこで、この場を借りて、私にとっての学生会の意味を振り返ってみようと思います。わく  わくする

気持ちで入った学生会を通して、私ti学んだことは大きく3つ挙げられます。 

第一に、学校と学科に対する理解です。明知大学の日語日文学科には多様な行事tiあることti分ti 

り、さらにその行事に全て参加させられることで、学科への愛着と理解ti深まりました。 

第二に、コミュニケーションの重要性です。会議をしていると様々 な意見ti出できます。自分の意見を人  にう

まく納得させる能力ももちろん重要ですti、必ずしも自分の考えti正しいとは限らないことを認識して、相手の話

にも耳を傾け、尊重しなtiらコミュニケーションすることの重要性をしみじみと感じました。第三に、

共同体意識です。大学に入って多くの人と出会い、交流しなtiら幸せな時間を過ごすことtiできました。

人との出会いと交流ti人生に活力を与え、また人生を豊tiにすることを実感しました。 このような長所

いっぱいの学生会を終えて私は副会長に挑戦することになりました。気楽に楽しんだ去年と   は違い、副会長を務めて

いる今年は不安や心配ti付きまとっています。しtiし、副会長の経験を通してたく   さんのことを学ぶことtiでき

ました。その中で3つを挙げると、第一に、断固たる姿勢です。私は断るのti苦  手です。しtiし、会長は非常

に断固としていました。学期の初めに役員募集をしましたti、申し込み期間ti 過ぎ、応募できなtiった学生ti

二人いました。私はその二人に機会を与えたtiったですti、会長の意見は私とは違っていました。最初は、自

分の意見を毎回きっぱりと断る先輩に悔しさを感じていましたti、会長の  断固たる態度のおtiげで、すべてことti

計画通りに順調に進み、不要な作業を減らすことtiできたと思いま 

す。 

第二に、几帳面さと問題解決能力です。新入生オリエンテーションの時、一人の名前ti漏れて名札ti 

なtiったこともあり、また、おやつの行事では、注文した数より少なく届いたこともありましたti、両方とも迅速      に対

応し、無事に解決しました。副会長を務めて、ダブルチェックを徹底する几帳面さを身につけ、また何 ti問題

ti発生した時に冷静に考え、迅速に行動できるようになりました。 

第三に、決断力です。何tiをするtiどうti決める時に、「うまくやれる自信はないけど、やるべきti 

な？」と少しでも迷うなら、思い切って挑戦してみることだと気づきました。このスピーチ大会も、「日語日 文

学科の学生なら必ずやるべきtiな？」と思い、自信はありませんti、勇気を出して今日この場に立って 

います。 

皆さん、「ワンピース」をご覧になったことはありますti？宝物を求めて冒険に出tiけた主人公たちti、 旅

の途中でさまざまな島の人々と出会い、宝物以上に貴重な経験を積んで成長していく物語です。私に とっ

て、学生会はまるで「ワンピース」のようです。本当に大きな冒険であり、思った以上に多くのことを学び、成

長しています。この貴重な冒険に出る最後のチャンスti来年、皆さんを待っています。ぜひ学生会   に挑戦

してみてください。きっと、皆さんは私以上に素晴らしくて大切な経験tiできるでしょう。 

以上発表を終わります。ご清聴、ありtiとうございました。 


